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2016 年 2 月 2日～ 2 月 21日までの約 3 週間、カナ
ダのバンクーバーにあるブリティッシュコロンビア大学
（The University of British Columbia、UBC）のアジア
学科に滞在した。今回は UBC 図書館、UBC 人類学博物
館（UBC Museum of Anthropology、MOA）、バンク
ーバー博物館（Museum of Vancouver、MOV）、日系博
物 館・ 文 化 セ ン タ ー（Nikkei national museum & 
cultural centre）、州立ロイヤル博物館（Royal British 
Columbia Museum）、ビクトリア・アート・ギャラリー（The 










ー で は 州
立・私立に
関係なく、
館毎での保存修復関係者同士が連絡を密に取り合う協力
体制が出来ていることである。常に保存修復関係の最新
の研究情報を共有し、修理方針を決める会議やワークシ
ョップ等を行っていた。その理由として考えられるのは、
カナダのクイーンズ大学にコンサベーション課程があ
り、そこの出身者が多く活躍していることが非常に大き
いと思う。日本では学会などはあるが、各修復室や工房
によって独自のやり方などがあり、すべてを共有するこ
とはあまりないといえる。ましてや所属が違うと尚更で
ある。日本でも、関係者同士がこれまで以上に密なコミ
ュニティをつくることができれば、保存修復の技術はよ
り発展するのではないかと考えられる。
２点目は修理の素材として、日本の和紙が多用されて
いることである。以前より海外の修復現場で和紙が使用
されているという情報は耳にしていたが、その使用方法
の多様さに驚いた。私は和紙・洋紙共に紙素材の資料の
修復に和紙が使用されていると予測していたが、実際に
は日本コレ
クション等
の紙素材の
資料だけで
なく、カゴ
や仮面など
木の素材の
資料の修復
にも和紙を
使用していることが分かった。また、紙素材の資料を展
示する際には、マップボードに生麩糊で直接貼り付けて
いた。日本産の素材は安全だという一種の信仰のような
考え方には少し疑問を感じるところでもあるが、近年ユ
ネスコの無形文化遺産に登録された理由も納得できる。
ところで、バンクーバーでは表具師・経師のような古
来より文化財保存
技術の一翼をにな
う職人の存在を確
認することは出来
なかった。その理
由として、バンク
ーバーの歴史は新
しいということが
考えられる。州立
博物館の展示を見
ても感じたことで
あるが、開拓以前
は非文字文化の原
住民の歴史ということでひとくくりにされていた。各館
の担当者に聞いてみてもバンクーバーに関する資料は新
しいものが多いから、今まで修理の必要性がなかったと
の回答が返ってきた。他国のコレクションに関して修理
の必要がある場合は、各国の保存修理機関に協力を仰ぐ
ことも多いそうである。
今回の調査日程がブリティッシュコロンビア大学のリ
ーディングブレイク期間（一週間ほどの短い春休み）と
重なっていたにもかかわらず、アジア学科の許南麟先生
は快く受け入れてくださった。またチューターの
Xiaoyi さん、その他アジア学科の皆様、各館の担当者
の皆様、ホームステイ先のホストファミリー、神奈川大
学非文字資料研究センターの皆様にたくさん助けていた
だき、非常に有意義な調査が出来た。お世話になった皆
様に心よりお礼申し上げます。
写真 1　MOAの修復室
写真２　修復室で使用している和紙のサンプル
写真 3　修復室で使用している生麩糊
